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目下のコロナ禍では，交通ビッグデータを活用し，様々な機関が主要な鉄道駅や繁華街等の人出を把握

している．一方，ここでは滞留人口に着目した分析に主軸が置かれており，流動人口を把握するための分

析が十分とはいえない．そこで，著者らは，エリア間の流動人口に着目することで交通ビッグデータの活

用の幅を一層拡大できると考え，流動人口が把握できる OD データの分析手法の考案や事例分析を通じて

ODデータの用途開発を進めている．本稿では，2020 年のコロナ禍における東京都 23 区を対象とし，流動

人口を多角的に分析した．その結果，エリア間の流動人口の変化から，緊急事態宣言の発令により移動の

自粛が浸透した傾向を明らかにした．また，鉄道の利用傾向やオープンスペースが流動人口の変化に強く

関係している等の都市施策に資する知見が得られた． 
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1. はじめに 

 

目下のコロナ禍では，24時間 365日取得可能な交通ビ

ッグデータを活用して，様々な機関が人の行動を分析し

ている．Chang ら 1)は，携帯電話から収集された位置情

報を用いて，米国の 10 都市を対象に症例数を予測して

いる．また，Google 社 2)は，収集した位置情報から得た

訪問者数の変化を国や地域別に公開している．このデー

タを用いて，Wielechowskiら3)は，コロナ禍におけるポー

ランドの公共交通機関による移動を評価している． 

国内に着目すると，都市等の広域における交通ビッグ

データの分析では，滞留人口の分析に主軸が置かれるこ

とが多い．例えば，利用者が多い鉄道駅や繁華街等を対

象として，人出の増減として滞留人口の時点比較結果が

報道・公開されている 4)．既往研究の一例として，水野

ら 5)は，昼夜での人口変化から外出者数を算出して，関

東地方における自粛傾向を分析している．滞留人口によ

る分析は，ある地域内での時点比較や他の地域との比較

といった地域単体の分析に適しているといえる． 

一方，交通ビッグデータには，流動人口を把握できる

データ（以下，「OD データ」とする．）も存在する．

交通ビッグデータの流動人口を活用した既往研究とし

て，清家ら 6)は，土地利用，都市施設，交通および振興

拠点の 4つの分野を対象とし，人口流動統計のニーズを

把握している．まちづくりにおいても，流動人口を活用

している地方公共団体の事例は増加傾向にあるものの，

出発地から到着地への流動とその属性の把握が主な用途

になっている 7), 8)．そこで，著者らは，エリア間の流動

人口に着目することで交通ビッグデータの活用の幅を一

層拡大できると考えた．鮮度が高い交通ビッグデータか

ら周辺地域との交通流動を定量的に把握できると，パー

ソントリップ調査 9)や国勢調査 10)等といった調査間隔が

長い既存の統計調査では難しかった地域同士の関係性や

都市活動のモニタリングにも資すると考える． 

以上より，本稿では，コロナ禍における東京都 23 区

の人口動態の把握および交通ビッグデータによる OD分

析の有用性の検証を目指し，2020年のコロナ禍における

東京都 23区を対象として，ODデータの一種である人口

流動統計で流動人口を多角的に分析することとした．ま

ず，2 章で研究方法を説明する．次に，3 章で東京都 23
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区全体における人口動態の分析結果を示す．4 章では，

特定のメッシュに着目して人口動態を分析する．最後

に，5章で分析結果と課題を整理し，本稿を総括する． 

 

 

2. 研究方法 

 

コロナ禍において社会・経済に対するインパクトが最

も大きかったと考えられる2020年4月の緊急事態宣言発

令前後（以下，「発令前後」とする．）に着目し，OD

データの時点比較を実施する．時点比較にあたり，対象

地域全体の分析および各メッシュに着目した分析に大別

して結果を整理する．本分析では，株式会社 NTT ドコ

モの「人口流動統計」を使用した．人口流動統計は携帯

電話網の運用データを基にしたモバイル空間統計®の一

種であり，人々の移動に関する統計データで，ゾーン間

の流動人口を把握できる 11)．使用した ODデータの諸元

を表-1に示す．研究対象のエリアは東京都 23区，ODは

東京都 23 区の内々トリップ（起点，終点いずれも東京

都 23 区内となっているトリップ）とする．ゾーン体系

としての空間解像度は，1 辺がルート 3 分の 2km（約

1.15km），面積4km2のヘキサゴン（正六角形）メッシュ

を採用している．対象エリアにおいて人口集中の最も激

しい新宿駅を含むメッシュの中心（重心）を JR 新宿駅

の山手線ホームの中心に設定しており，同時に東京駅周

辺の大丸有地区が同一メッシュに包含されている． 

ここで，ヘキサゴンメッシュを選定した理由は，正方

形のメッシュと異なり，隣接するメッシュの中心同士の

距離が一定となっており，移動の方向によりトリップ長

を平等に評価することができるメリットに着目したため

である．ヘキサゴンメッシュにより，特にトリップ長を

重視したモニタリングにおいては，他のゾーン体系と比

較してより実態の特徴を言い表すことが可能であると考

える．対象エリアのヘキサゴンメッシュにおける夜間人

口を図-1 に示す．夜間人口は，平成 27 年国勢調査の町

丁字別人口を使用して面積按分した値である． 

3. 東京都23区全体における人口動態の分析結果 

 

本章では，コロナ禍における東京都 23 区全体の人口

動態の分析結果を示す．1節では，東京都23区の流動の

全体像を概観する．2節および3節では，ODデータの空

間解像度であるメッシュ単位の発生集中量やトリップ数

の差分に着目して時点比較することで，より詳細な流動

人口の変化を把握する．さらに，他の情報と重畳し，コ

ロナ禍において変化したトリップの特性を示す． 

 

(1) 概観 

まず，東京都 23 区における流動の全体像を把握する

ために，総トリップ数および平均トリップ長を比較す

る．平均トリップ長は，トリップごとに ODとなるメッ

シュから移動距離を算出した際の平均値である．発令前

後の総トリップ数および平均トリップ長の変化を図-2に

図-2 総トリップ数・平均トリップ長の変化 

図-1 メッシュ別夜間人口の分布 

池袋 

成城学園前 

新宿 

水元公園 

渋谷 霞が関・赤坂 

御茶ノ水 

東京 

汐留 

表-1 人口流動統計の諸元 

項目 諸元

データ名称 NTTドコモ「人口流動統計」

対象地域
東京都23区を包含するメッシュエリア

※内々トリップのみ

対象日

  2019年  4月26日（金）：経年比較対象日

  2019年10月12日（土）：台風19号関東上陸日

  2020年  4月  1日（水）：緊急事態宣言発令6日前

  2020年  4月 8日（水）：緊急事態宣言発令翌日

  2020年  4月28日（火）：緊急事態宣言発令期間内

時間解像度 時間帯区分なし（全日）

空間解像度 面積4km
2のヘキサゴン（正六角形）メッシュ

メッシュ数 東京都23区を包含する198メッシュ

性別 区分あり

年齢 3区分（15～29歳，30～49歳，50～89歳）
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示す．図-2より，コロナ禍の 2020年 4月 28日は総トリ

ップ数が 9,354 千トリップであり，経年比較対象日とし

た 2019年 4月 26日の総トリップ数である 17,604千トリ

ップと比較して約 47%減少したことがわかる．一方，台

風上陸日の 2019年 10月 12日とコロナ禍の 2020年 4月

28 日とを比較した場合，前者の総トリップ数および平

均トリップ長がともに少なかった．悪天候時は交通機関

の計画運休によりトリップが確実に減少したものの，コ

ロナ禍では計画運休が実施されなかったため，外出の自

粛がある程度進んだ一方，コロナ禍以前と変わらないト

リップが一部存在したと考えられる．発令前後の 2020

年 4月 1日と 2020年 4月 8日で比較すると，2020年 4月

1 日の総トリップ数は 12,093 千トリップ，2020 年 4 月 8

日の総トリップ数は 10,664千トリップであった．発令前

後 1週間を比較すると，トリップ数は約 12%減少してい

たことがわかる． 

次に，トリップの減少幅が大きい発令前後 1年間にお

ける性・年齢層別トリップ数の変化を図-3 に示す．図-3

より，性別では，トリップ数の変化の違いは小さいもの

の，年齢層別では，生産年齢層にあてはまる 15～49 歳

でトリップ数の減少幅が大きいことがわかる．また，就

業者が多い 30～49 歳の男性で減少幅が最も大きいた

め，テレワーク推進等による外出自粛で当該属性のトリ

ップが減少したと推察される． 

以上より，コロナ禍と台風上陸時における総トリップ

数および平均トリップ長の変化の違いから，人流に影響

する現象の特性を把握した．また，緊急事態宣言発令の

効果として通勤・業務目的のトリップが自粛された（テ

レワークが推進・実施された）ことを示した． 

 

(2) 発令前後 1年間の時点比較 

次に，発令前後 1年間におけるメッシュ別の発生集中

量を比較した．散布図で可視化した結果を図-4に示す．

全 198メッシュのうち 197のメッシュにおいて発生集中

量が減少しており，図-4より，発生集中量が大きいメッ

シュほど減少幅が大きいことがわかる．さらに，発令前

後 1年間の発生集中量の差分をメッシュ別に算出し，そ

の結果とメッシュ内の駅乗降者数 12)の合計値とを比較し

た．比較した結果を図-5 に示す．図-5 より，発令前後 1

年間における発生集中量の差分（量）と駅乗降者数との

相関係数は-0.912 であり，強い負の相関があることがわ

かる．そのため，発生集中量の差分は駅乗降者数と関係

があるといえる．また，発生集中量の差分と鉄道路線 13)

とを重畳して傾向を確認した．地図上に可視化した結果

図-5 発令前後1年間における発生集中量の差分

（量）と駅乗降者数との関係 

図-4 コロナ禍と経年比較対象日における発生集中量 

図-3 性・年齢層別トリップ数の変化 
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を図-6に示す．図-6より，鉄道路線が集中するメッシュ

や主要な駅を含むメッシュで発生集中量が大きく減少し

ていることがわかる． 

ここで，図-5の散布図において値が大きく外れ値とな

っている 7つのメッシュに着目すると，駅乗降者数に対

して発生集中量の減少幅が大きい「東京，汐留，御茶ノ

水，霞が関・赤坂」と，駅乗降者数に対して発生集中量

の減少幅が小さい「新宿，渋谷，池袋」の 2つのグルー

プに大別できる．発生集中量の減少幅が比較的大きい東

京，汐留，御茶ノ水，霞が関・赤坂は特に自粛が進んだ

地域といえる．なかでも東京メッシュは，新宿，渋谷，

池袋と比較して発生集中量の減少が著しい．したがっ

て，主にビジネス利用が多い地域では，ワークスタイル

が変化したことで，鉄道の利用規模に対して移動の自粛

がより進んだと考えられる．以上より，交通ビッグデー

タのODから，コロナ禍における自粛の傾向を示した． 

 

(3) 発令前後 1週間の時点比較 

続いて，発令前後 1週間におけるメッシュ別の発生集

中量を比較した．散布図で可視化した結果を図-7 に示

す．図-7より，発生集中量が大きいメッシュほど減少幅

が大きいことがわかる．一方，全 198メッシュのうち 52

のメッシュにおいては発生集中量が増加していたもの

の，発生集中量が 200千トリップエンド未満と比較的小

さく，いずれも増加の割合は大きくない．さらに，発令

前後 1週間の発生集中量の差分をメッシュ別に算出して

地図上に可視化した結果を図-8に，図-8に「国土数値情

報 土地利用詳細メッシュデータ 14)」の「公園・緑地」

と「河川地及び湖沼」を重ね合わせた結果を図-9 に示

図-8 発令前後1週間における発生集中量の差分（割合） 

図-9 発令前後1週間における発生集中量の差分 

（割合）と土地利用の分布 

図-6 発令前後1年間における発生集中量の差分 

（割合）と鉄道路線との関係 

図-7 発令前後1週間における発生集中量 
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す．図-8より，都心に近いメッシュは総じて発生集中量

が 10%以上減少しており，発生集中量が増加したメッシ

ュは郊外に分布している．また，図-9 より，郊外部で

は，発生集中量が増加したメッシュと公園・緑地や水辺

空間の重なる場所が多いことから，発生集中量が増加し

たメッシュは，郊外の公園・緑地および水辺の周辺であ

ることがわかる．本分析により，コロナ禍において郊外

部の水辺・緑地への移動が増加した可能性が示された． 

ここで，東京都 23 区で面積が最大の公園である水元

公園と重なるメッシュに着目した分析を実施した．分析

結果を図-10に示す．図-10は，水元公園と重なるメッシ

ュに到着するトリップのみを対象として各メッシュの発

生量を算出したうえで，発令前後 1週間での各メッシュ

の発生量の差分を地図上に可視化した結果である．図-

10 より，近隣のメッシュから水元公園への移動が主に

増加したことがわかる．郊外部に住む人々が「三密」を

避けるために，居住地に近い緑地・水辺を利用したこと

が考えられる．交通ビッグデータの ODを用いた人口動

態の分析により，地域生活者の行動様式の変化を捉える

ことができた． 

 

 

4. メッシュに着目した人口動態の分析結果 

 

本章では，住宅街（成城学園前，東武練馬，大泉学

園，田園調布，葛西）および都心（東京，新宿，渋谷，

池袋）のメッシュをそれぞれ選出し，トリップの減少幅

が大きい発令前後 1年間の時点比較によって人口動態の

変化を分析した．まず，住宅街の一例として，成城学園

前に着目した．成城学園前を出発して他のメッシュへ移

動する「メッシュ間流動」，発着メッシュがともに成城

学園前である「メッシュ内流動」およびその割合の変化

を図-11に示す．図-11において，成城学園前を出発する

トリップは全体で約 9%減少しており，メッシュ内流動

が 10％増加しているのに対して，メッシュ間流動が約

19%と大きく減少している． 

ここで，成城学園前を出発するトリップの着メッシュ

別の変化を分析した．まず，成城学園前に到着するトリ

ップのみを対象として各メッシュの発生量を算出した．

次に，発令前後 1週間での各メッシュの発生量の差分を

算出し，地図上に可視化した．算出した発生量の差分

（量）の可視化結果を図-12 に，差分（割合）の可視化

図-10 水元公園着トリップの発メッシュ別差分（量） 図-12 成城学園前発トリップの着メッシュ別差分（量） 

2019年4月26日 2020年4月28日 

図-11 成城学園前における発トリップと 

メッシュ内流動の割合の変化 
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結果を図-13に示す．図-12より，沿線の鉄道路線が通過

するメッシュへ向かうトリップが大きく減少しているの

で，肌感覚であった鉄道利用のトリップの減少が定量的

に把握できる．また，図-13 より，距離の離れたメッシ

ュへのトリップで減少の割合が高いことから，居住地を

離れる行動は自粛傾向が高かったと考えられる．さら

に，ここまでの分析を住宅街として選出した他のメッシ

ュを対象に実施した結果，成城学園前と同様の結果が得

られた．以上より，住宅街では，移動の自粛が一定程度

浸透していたことや，近隣の鉄道路線を利用したり，離

れた場所へ移動したりする行動がより自粛されていたこ

とを示した．この結果から，居住地周辺の身近な交通は

自粛の影響が少なく，近距離への移動にとどまる「地域

ごもり」が進んだと推察される． 

先述の内容に加えて，都心（東京，新宿，渋谷，池

袋）の各メッシュを対象として，到着するトリップを分

析した．他のメッシュから当該メッシュに到着する「メ

ッシュ間流動」，発着メッシュがともに当該メッシュで

ある「メッシュ内流動」およびその割合の変化を可視化

した結果を図-14に示す．図-14より，都心のメッシュに

おいてはメッシュ内流動，メッシュ間流動ともに大きく

減少していることがわかる．さらに，東京においては，

メッシュ内流動の割合も減少している．各メッシュを移

動先とするメッシュ間流動が減少しているため居住地か

ら都心に移動する人が減少したことに加えて，オフィス

街の業務目的の移動やエキナカ等の回遊といった近距離

の移動も大きく減少したことがわかる． 

 

 

5. おわりに 

 

本稿では，2020 年のコロナ禍における東京都 23 区を

対象として，OD データの一種である人口流動統計で流

動人口を多角的に分析することで，滞留人口データのみ

では得られない人流現象の深い洞察が得られた．エリア

間の流動人口の変化から，緊急事態宣言の発令により移

動の自粛が浸透していた傾向を解明した．また，鉄道の

利用傾向およびオープンスペースが流動人口の変化に強

く関係している等の知見を得た．本稿で，鉄道路線や地

域単位で移動先の変化を分析・把握できたことから，交

通ビッグデータの OD分析は，データの鮮度を活かした

エリアマーケティングへの活用等の点でニーズに合致す

るデータであると考えられる． 

今後は，交通ビッグデータの OD分析手法をさらに考

案・深化させ，地方公共団体や民間事業者等の人流分析

への活用を想定した分析手順の体系化を目指す． 

 

謝辞：本研究を遂行するにあたって，法政大学大学院の

野崎琉加氏，矢野有希子氏には多大なご協力を賜った．

ここに記して感謝の意を表する． 

 図-13 成城学園前発トリップの着メッシュ別差分（割合） 

a) 東京          b) 新宿           c) 渋谷           d) 池袋 

図-14 都心における着トリップとメッシュ内流動の割合の変化 
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